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オフィス

桑原弘明

1973年

￥10,150,000

130人 (グループ全体 )

広島県安佐南区緑井

広島、兵庫、東京

TD Holdings Co., Ltd

坂本創志

2015年

￥10,000,000

8人

東京千代田区神田
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“MAMORUNO”
高齢者の見守りを支援する介護ロボットシステム

エアバックセンサー アプリ MAMORUNO本体
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基本機能

まもる～のだけで利用者の状態と居室の環境をWでモニタリング

利用者の状態

居室の環境
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介護施設における活用事例①
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介護施設における活用事例②



























ZIPCARE Co. Ltd. All rights reserved.
本文書およびその内容はZIPCAREの所有物であり、著作権法により保護されています。本資料の無断使用、複製、配布は固く禁じられています。

ケアの質における「共通言語」としてのデータ
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マレーシア──22年で日本と同じ道を歩む国

日本は「高齢化社会→高齢社会」の移行に24年かかった。マレーシアは22年で同じ道を歩む──そして公的介護保険制度は、まだ存在しない。

D E M O G R A P H I C  T R A N S I T I O N  ·  2 0 2 0  →  2 0 4 8

高齢化率の変化を、年表で追う。

2020

Aging Society
高齢化社会

65歳以上 7%到達

2022

現在地

65歳以上 7.2%

平均寿命 73.4歳

2030

加速期

65歳以上 15.3%

8年で倍増

2035

1/10 高齢者
国民10人に1人

が65歳以上

2048

Aged Nation
高齢社会 到達

65歳以上 14%超

▸ マレーシアはわずか28年で「高齢化社会→高齢社会」を経験する（日本は24年、韓国は19年）

S T R U C T U R A L  C H A L L E N G E

日本と決定的に違う、

「制度の空白」。

公的介護保険制度が未整備──日本のような介護保険料徴収の

仕組みなし

家族介護への依存──都市部への若年層流出で崩壊寸前

介護施設は民間主導──品質・料金にばらつき

介護人材の教育制度も未確立──ケアワーカー資格の標準化が

始まったばかり

G O V E R N M E N T  R E S P O N S E  ·  2 0 2 6

Elderly National Action Plan（2026-2030）──長期介護（LTC）を国家戦略の新成長分野に位置付け

マレーシア政府は2026年から2030年を対象とする新行動計画を公表。急速な高齢化に対応するため、介護施設整備・人材育成・デジタル介護（DX）推進を国家戦略として明確化。「先進国型の高コスト介護」ではなく、

「デジタル前提の効率型介護」を最初から目指す方向へ。

Source: マレーシア財務省／JETRO（2023）／The Star（2026年7月）／MTown News「Elderly Action Plan 2026-2030」



         

日本発DXの、ASEAN実装が始まっている

プロジェクト名「Development of real-time health monitoring system and AI data analysis」──2024年11月始動。

J A P A N  ·  T E C H

MAMORUNO本体
センサー技術提供

M A L A Y S I A  ·  A C A D E M I A

Universiti Kebangsaan
Malaysia (UKM)
マレーシア国民大学

工学・医学の研究拠点

M A L A Y S I A  ·  E N G I N E E R I N G

UniKL
Universiti Kuala Lumpur
工学部との連携

M A L A Y S I A  ·  R E G U L A T O R

Medical Device
Authority
医療機器認証当局

+ IDNA IDEAS Sdn. Bhd.

2段階の実装ロードマップ
Preparatory Project → Main Project

FIRST STAGE · 準備プロジェクト 2 0 2 4 . 11  –  2 0 2 5 . 0 2

STEP 1 NDA・調査：相互のドキュメント整備と市場サーベイ 〈11月中〉

STEP 2 PoC設計：スコープ・研究モデル・ビジネスモデルの合意 〈12月中〉

STEP 3 現地トライアル：MAMORUNO 10台をマレーシア施設で運用開始 〈1月初旬〜〉

STEP 4 レポート・IP準備：トライアル分析結果と知財戦略の確定 〈2月末〉

    

  

    

    

 

 

  

Source: ZIPCARE × UKM「Preparatory Project for Healthcare System」プロジェクト計画書（2024年11月）／PR TIMES（2025）／日経



       

共同研究が捉える、9つの健康シグナル

MAMORUNOが既に提供する3項目 × UKMが提案する6項目 = 9項目の統合健康モニタリング。日馬の技術を統合したデジタル・ヘルスチェックの標準化を目指す。

Z I P C A R E  M A M O R U N O 3 ·  CURRENT U K M  提案 1 ·  TIER-A J O I N T  E X T E N S I O N 5 ·  FUTURE ROADMAP

01

睡眠

パターン
Sleep Patterns

Sleep tracking sensors

in smartwatches /

trackers

02

呼吸

数
Respiratory Rate

Respiratory rate

sensors in wearable

devices

03

心拍

数
Heart Rate

Heart rate sensors in

smartwatches / fitness

trackers

04

体温測定
Body Temperature Measurement

Wearable temperature sensors — 発熱検知・感染

症初期兆候の把握に活用

05

肌色検知

（動的）

Adaptive Skin Detection

ビデオ映像から動的モデルで肌

色を追跡

06

歩行評価

Gait Assessment

加速度センサーで転倒リスクを

事前検知

07

血圧

Blood Pressure

ウェアラブル型血圧計

08 血糖値
Blood Glucose Level

Continuous Glucose Monitor (CGM) 統合

09 SpO2
Oxygen Saturation

パルスオキシメーターをウェアラブル

統合

W H Y  T H I S  M A T T E R S

「非接触の見守り」から、「多変量の健康シグナル」へ。

MAMORUNOの睡眠・呼吸・心拍が、マレーシアの熱帯気候・生活習慣・食生活に対応した6項目の健康シグナルと統合される。

介護前段階の生活習慣病予防にも射程が広がる。

Source: UKM共同研究プロジェクト「Health Assessment Items with Digital Sensing Technology」（2024年11月）



        

「夜なのにカーテンを閉めない」──信頼の社会OS

ZIPCARE CEO・坂本がデンマーク視察で見たのは、「テクノロジー先進国」の裏にある信頼という社会インフラだった。日本の介護DXが学ぶべき、もう一つの視点。

E U  ·  N O R D I C

Denmark
世界一の福祉先進国

面積：日本の1/9

人口：約593万人

幸福度：世界2位（2024）

80歳以上人口の増加率

+41% by 2030

デンマーク統計局

01 改札のない駅、カーテンを閉めない家

「疑うコスト」を徹底的にカットし、そのリソースを福祉と教育に全振り。日本の「品質・監視・予防」型OSに対し、デンマークは「信頼を社会インフラにす

る」OSで動く。

02 「テクノロジーは、人間を自由にするためにある」

エグモント・フォルケホイスコーレの車椅子で乗れるウォータースライダーが象徴的。リスクをゼロにするより「その人らしく生きる自由」を優先。管理する

ITではなく、自立を支援するIT。

03 ZIPCAREの答え： JAPAN MODEL × DENMARK MODEL

日本の「現場改善力（Kaizen）×おもてなし×安全性」に、デンマーク流の「信頼（Trust）」と「対話（Dialogue）」を掛け合わせる。監視するITでなく、現

場が利用者と笑い合う時間を生む「信頼のインフラ」を作る。

Source: TDグループnote「夜なのにカーテン全開の家々。福祉先進国デンマークで見つけたのは」（ZIPCARE CEO 坂本 創志・2025年12月）



        

国家戦略が支える現場実装──4つの実績

国家戦略「A coherent healthcare network for all」（2018-2024）のもと、98自治体が5年でDXを実装。国は枠組み、自治体は責任実行、企業はPPI（官民イノベーション）で参画

する3層構造。

0 1  ·  V I R T U A L  V I S I T S

在宅ケアのバーチャル訪問普及率

33% → 63%

2020年 → 2022年、全98自治体。COVID-19を追い風に、実際の訪問とビデオ通話の組み合わせが標準化。利用

者の自律性を高めつつ、スタッフは複数対象を同時に把握可能に。

0 2  ·  M E D I C A T I O N  R O B O T  ·  T I M

オールボー市の投薬ロボット

99.88% 投薬精度

人間より高い

2020年以降、人間より高精度な投薬を実現。看護師の労働時間を週1時間削減し、そのぶん「対話」に時間

を回せる仕組み。

0 3  ·  H P V  H O M E  T E S T

子宮頸がん自宅検査（PPI事例）

8-13 例 年間

がんを予防

コペンハーゲン大学病院のPPI（官民イノベーション）で開発。毎年5万人中20%が自宅検査を選択、100人の要

治療者を特定。

0 4  ·  W O R K F O R C E  G A P  ·  B Y  2 0 3 5

ケアワーカー不足予測

14,500 人

政府試算による2035年の不足人数。技術によるスケール化を国策として推進。日本の「2040年+57万人不足」

と構造は同じ。

▸ JAPAN IMPLICATION 国戦略 × 自治体実行 × PPIの3層構造が、令和6年度改定 → 都道府県伴走支援モデルの完成形を示している。

Source: Healthcare Denmark「Innovating Care 2023」白書（和訳）／デンマーク統計局 16
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生活における健康にまつわる

様々なデータから、

「AI生活アドバイザー」を創出し

生活の見直しから健康な日々を手に

入れられるようになる。

STEP 03

PHRプラットフォーム

医療・創薬・金融・保険など、

様々なビジネスとのシナジーを創出し、

健康データから人々が意識せずとも

健康に過ごせるプラットフォームを構

築していく。

STEP 04

PHR利活用

高齢者領域における介護DXで

生活データから「AI介護士」

を創出することで、介護業界

の人手不足とスキル不足解消

する。

STEP 01

在宅/施設 介護DX

在宅における人々の睡眠デー

タから「AI睡眠アドバイ

ザー」を創出し、生活を豊か

にする。

STEP 02

スリープテックDX

2025~26 2026~27 2028~29 2029~30

テクノロジー ロードマップ




